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(57)【要約】
【課題】均一な輝度の映像を表示できるようにした有機
電界発光表示装置及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】有機発光ダイオードの発光時間に対応する
輝度特性を格納する段階と、フレーム単位で供給される
第１データを各画素毎に加算して累積データを生成する
段階と、現在供給される第１データが供給される画素の
累積データを抽出し、抽出された累積データの発光時間
に対応する最大輝度を計算する段階と、前記累積データ
のうち最も大きい累積データの発光時間に対応する最大
輝度を計算する段階と、前記第１データが供給される画
素の最大輝度及び前記最も大きい累積データの最大輝度
を用いて前記第１データのビット値を調節して第２デー
タを生成する段階と、前記最も大きい累積データの最大
輝度に対応して前記画素に供給される第１電源の電圧値
を調節する段階とを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードの発光時間に対応する輝度特性を格納する段階と、
　フレーム単位で供給される第１データを各画素毎に加算して累積データを生成する段階
と、
　現在供給される第１データが供給される画素の累積データを抽出し、抽出された累積デ
ータの発光時間に対応する最大輝度を計算する段階と、
　前記累積データのうち最も大きい累積データの発光時間に対応する最大輝度を計算する
段階と、
　前記第１データが供給される画素の最大輝度及び前記最も大きい累積データの最大輝度
を用いて前記第１データのビット値を調節して第２データを生成する段階と、
　前記最も大きい累積データの最大輝度に対応して前記画素に供給される第１電源の電圧
値を調節する段階と
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記第１データの供給される画素の最大輝度が前記最も大きい累積データの最大輝度だ
け低くなるように前記第２データを生成することを特徴とする請求項１に記載の有機電界
発光表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記第２データは下記数式によって生成されることを特徴とする請求項２に記載の有機
電界発光表示装置の駆動方法。

【数１】

【請求項４】
　前記画素は前記第２データに対応して前記フレームに含まれる多数のサブフレーム期間
に発光または非発光しながら、階調を表現することを特徴とする請求項１に記載の有機電
界発光表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記画素が発光する際に前記第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源
に電流が流れることを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　前記第１電源の電圧値は前記最も大きい累積データを有する前記画素に含まれる前記有
機発光ダイオードが劣化する前の輝度で発光し得るように調節されることを特徴とする請
求項５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記第１電源の電圧値は前記有機発光ダイオードが劣化するほど上昇することを特徴と
する請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記輝度特性を格納する段階は、
　前記有機電界発光表示装置に電源が供給される際にダミー画素に含まれる有機発光ダイ
オードに電流を供給する段階と、
　前記有機発光ダイオードで生成される光の量を測定しながら、前記発光時間に対応する
輝度特性を格納する段階と
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記第１データが供給される際に温度を測定し、測定された温度に対応する劣化速度が
反映されるように前記第１データのビット値を変更して前記累積データを生成する段階を
更に含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。



(3) JP 2009-141302 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　各画素に含まれる有機発光ダイオードの劣化に対応して前記各画素の最大輝度を抽出す
る段階と、
　前記画素のうち最も多く発光した画素の最大輝度と略同一となるように残りの画素の最
大輝度を調節する段階と、
　前記最も多く発光した画素の最大輝度が初期輝度の輝度値として設定され得るように前
記有機発光ダイオードに電流を供給する第１電源の電圧値を調節する段階と
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記画素のそれぞれに対応するデータのビット値を調節して前記残りの画素の最大輝度
を調節することを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　１フレームに含まれる多数のサブフィールドの走査期間に走査信号を順次供給するため
の走査駆動部と、
　前記走査信号が供給される際に画素が発光する第１データ信号及び前記画素が非発光す
る第２データ信号のうち少なくとも１つをデータ線に供給するためのデータ駆動部と、
　前記画素のうち最も低い最大輝度を有する画素と略同じ最大輝度を有するように前記残
りの画素に供給される第１データのビット値を調節して第２データを生成する劣化補償部
と、
　前記第２データの供給を受けて前記サブフィールド毎に発光時間を制御する第３データ
を前記データ駆動部に供給するためのタイミング制御部と
　を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記劣化補償部は、
　有機発光ダイオードの発光時間に対応する輝度特性を格納する第３メモリと、
　外部から供給される前記第１データを累積加算して生成される前記各画素毎の累積デー
タを第１メモリに格納し、第１メモリに格納された累積データのうち最も大きい累積デー
タの第１最大輝度と現在供給される第１データが供給される画素に対応する累積データの
第２最大輝度を抽出する第１演算部と、
　前記第１演算部から供給される前記第１最大輝度と前記第２最大輝度を用いて前記第１
データのビット値を変更して前記第２データを生成するための第２演算部と、
　前記第２演算部で生成された前記第２データを格納する第２メモリと
　を備えることを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記第１演算部はi番目のフレームに対応する前記第１データが供給される際にi－１番
目のフレーム期間に格納された前記累積データを用いて第１最大輝度及び第２最大輝度を
抽出することを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記第２演算部は下記数式を用いて前記第２データを生成することを特徴とする請求項
１３に記載の有機電界発光表示装置。
【数２】

【請求項１６】
　前記第１演算部に現在の駆動温度を供給するための温度センサを更に備えることを特徴
とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第１演算部は前記現在の駆動温度に対応する有機発光ダイオードの劣化特性が反映
され得るように前記第１データのビット値を変更して前記累積データを生成することを特
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徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　前記有機発光ダイオードの発光時間に対応する輝度特性を測定するための輝度特性測定
部を更に備えることを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記輝度特性測定部は、
　前記有機電界発光表示装置に電源が供給される期間に発光状態を維持するダミー画素と
、
　前記ダミー画素から生成される光の量を測定するフォトセンサと、
　前記フォトセンサから供給されるアナログ信号を増幅する増幅部と、
　前記増幅されたアナログ信号をデジタル信号に変更するためのアナログデジタルコンバ
ータと
　を備えることを特徴とする請求項１８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記第１演算部は前記ダミー画素の駆動時間に対応する前記デジタル信号を前記第３メ
モリに格納することを特徴とする請求項１９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　前記画素のうち最も多く発光した画素に含まれる有機発光ダイオードが劣化する前の輝
度で発光し得るように前記画素に供給される電源の電圧値を調節するための電源部を備え
ることを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、均一な輝度の映像を
表示できるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ)の短所である重さと体積を減らす
ことができる各種の平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ 
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａ
ｙ Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生する
有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ：ＯＬ
ＥＤ）を用いて画像を表示する。このような有機電界発光表示装置は速い応答速度を有す
ると共に低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図１は、一般の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１を参照すれば、有機電界発光表示装置の画素４は有機発光ダイオードＯＬＥＤと、
データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御するための
画素回路２とを備える。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路２に接続され、カソード電極は
第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは画素回路２
から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【０００７】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される際にデータ線Ｄｍに供給されるデー
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タ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このため
に、画素回路２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続された
第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間に接
続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間
に接続されたストレージキャパシタＣとを備える。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣの一
側端子に接続される。ここで、第１電極はソース電極及びドレイン電極のいずれかに設定
され、第２電極は第１電極と他の電極に設定される。例えば、第１電極がソース電極に設
定されれば、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続
された第１トランジスタＭ１は走査線Ｓｎから走査信号が供給される際にターンオンされ
てデータ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャパシタＣに供給する。このと
き、ストレージキャパシタＣはデータ信号に対応する電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣの一側端子に接続され、
第１電極はストレージキャパシタＣの他側の端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続される。
そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極
に接続される。このような第２トランジスタＭ２はストレージキャパシタＣに格納された
電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電
源ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは
第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００１０】
　実際に、有機発光表示装置の画素４は前述した過程を繰り返しながら、所定輝度の画像
を表示する。一方、第２トランジスタＭ２がスイッチで動作するデジタル駆動では第１電
源ＥＬＶＤＤと第２電源ＥＬＶＳＳが有機発光ダイオードＯＬＥＤにそのまま供給され、
これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤは定電圧駆動で発光する。このようなデジタル
駆動は、第２トランジスタＭ２の閾電圧の不均一と関係なく画像を表示できるという長所
がある。
【００１１】
　しかしながら、デジタル駆動では有機発光ダイオードＯＬＥＤに定電圧が印加されるた
め、有機発光ダイオードＯＬＥＤが速く劣化し、これにより、均一な輝度の映像を表示で
きないという不具合が生じる。
【特許文献１】大韓民国特許公開第１０－００６２８３６号
【特許文献２】日本特許公開第２００６－３４３７６３号
【特許文献３】米国特許公開第２００５００８８３７９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、均一な輝度の
映像を表示できるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記課題を解決するための本発明による有機電界発光表示装置の駆動方法は、有機発光
ダイオードの発光時間に対応する輝度特性を格納する段階と、フレーム単位で供給される
第１データを各画素毎に加算して累積データを生成する段階と、現在供給される第１デー
タが供給される画素の累積データを抽出し、抽出された累積データの発光時間に対応する
最大輝度を計算する段階と、前記累積データのうち最も大きい累積データの発光時間に対
応する最大輝度を計算する段階と、前記第１データが供給される画素の最大輝度及び前記
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最も大きい累積データの最大輝度を用いて前記第１データのビット値を調節して第２デー
タを生成する段階と、前記最も大きい累積データの最大輝度に対応して前記画素に供給さ
れる第１電源の電圧値を調節する段階とを含む。
【００１４】
　また、本発明による有機電界発光表示装置の駆動方法は、各画素に含まれる有機発光ダ
イオードの劣化に対応して前記各画素の最大輝度を抽出する段階と、前記画素のうち最も
多く発光した画素の最大輝度と略同一となるように残りの画素の最大輝度を調節する段階
と、前記最も多く発光した画素の最大輝度が初期輝度の輝度値として設定され得るように
前記有機発光ダイオードに電流を供給する第１電源の電圧値を調節する段階とを含む。
【００１５】
　更に、本発明による有機電界発光表示装置は、１フレームに含まれる多数のサブフィー
ルドの走査期間に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、前記走査信号が供給され
る際に画素が発光する第１データ信号及び前記画素が非発光する第２データ信号のうち少
なくとも１つをデータ線に供給するためのデータ駆動部と、前記画素のうち最も低い最大
輝度を有する画素と略同じ最大輝度を有するように前記残りの画素に供給される第１デー
タのビット値を調節して第２データを生成する劣化補償部と、前記第２データの供給を受
けて前記サブフィールド毎に発光時間を制御する第３データを前記データ駆動部に供給す
るためのタイミング制御部とを備える。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、最も多く劣化した画素の最
大輝度で残りの画素の最大輝度を下げるため、均一な輝度の映像を表示できるという効果
を奏する。また、本発明では最も多く劣化した画素が初期輝度で発光し得るように第１電
源の電圧を調節するため、所望の輝度の映像を表示できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しつつ、本発明による好ましい実施形態を説明する。ここで、第１構
成要素と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要素と
直接連結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されてもよい
。また、本発明の完全な理解のための必須でない構成要素は明確性を図るために省略する
。更に、同一部分には同一符号を付す。
【００１８】
　図２は、有機発光ダイオードの輝度特性を示す図である。図２においてＸ軸は時間を示
し、Ｙ軸は輝度を示す。ここで、Ｙ軸の輝度は初期輝度を「１」に設定して示す。
【００１９】
　図２を参照すれば、デジタル駆動時に有機発光ダイオードは時間が経過するにつれて劣
化し、これにより輝度が減少する特性が現れる。実際に、約５万時間発光した有機発光ダ
イオードは初期に比べて約３７％の輝度で発光する。このように有機発光ダイオードが劣
化すれば、所望の輝度の映像を表示できないという問題点が発生する。
【００２０】
　図３は、本発明の実施形態による輝度補償の原理を示す図である。
【００２１】
　図３を参照すれば、時間が経過するにつれてそれぞれの画素は発光時間に対応して輝度
が減少する。例えば、初期に比べて最も多く劣化した画素「Ｂ」は初期輝度に対して０.
５の輝度を有し、特定画素である「Ａ」は初期輝度に対して０.７の輝度を有すると仮定
する。
【００２２】
　ここで、有機電界発光表示装置が均一な輝度を生成するためには、２つの補償方法が予
測され得る。
【００２３】
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　まず、劣化した画素の輝度を上昇させて補償する方法が予測され得る。しかしながら、
劣化した画素の輝度を上昇させて補償する方法は初期に表現できる階調が減少するという
問題点がある。詳細に説明すれば、データを用いて表現できる階調の数は限定されている
。従って、データを用いて劣化を補償するために初期ホワイトの階調を表現できる輝度の
中間値に設定し、その後、劣化した画素に供給されるデータのビットを上昇させながら劣
化を補償しなければならない。
【００２４】
　即ち、初期ホワイトを設定する際にデータのビットがいずれも「１」に設定される場合
、データのビットを変更して輝度を補償できない。この場合、初期ホワイトでデータのビ
ットの一部が「０」に設定される中間階調の値を設定し、画素が劣化する場合、一部のビ
ットで「１」に設定して劣化を補償しなければならない。即ち、劣化した画素の輝度を上
昇させて補償する方法は初期の輝度が減少するという問題点が発生する。
【００２５】
　従って、本発明においては、「Ａ」の画素の輝度を減少させて「Ｂ」の画素の輝度と同
一に設定する方法を用いる。詳細に説明すれば、「Ａ」の画素が１０２３階調(データが
１０ビットである場合を仮定)を有する時、輝度は０.７に設定される。この場合、「Ａ」
の画素が７３０階調で表現され得るように「Ａ」の画素に供給されるデータのビットが調
節される。この場合、「Ａ」の画素の最大輝度(即ち、７３０階調)と「Ｂ」の画素の最大
輝度(即ち、１０２３階調)はほぼ同一に設定され、これにより、均一な輝度の映像を表示
できる。
【００２６】
　即ち、本発明においては、最も多く劣化した「Ｂ」の画素と略同じ輝度が発光し得るよ
うに残りの画素に供給されるデータのビットを調節して残りの画素の最大輝度を「Ｂ」の
画素の最大輝度まで減少させる。一方、この場合、輝度が劣化するほど有機電界発光表示
装置の輝度が低くなる恐れがある。従って、本発明においては、第１電源ＥＬＶＤＤの電
圧値を調節してホワイトの輝度値を一定に維持する。
【００２７】
　詳細に説明すれば、まず、データのビット値が調節されて画素の最大輝度は「Ｂ」の最
大輝度と略同一に設定される。この場合、データを用いて表示され得る最大輝度は０.５
の輝度に設定される。その後、画素で表現され得る輝度が１に設定されるように第１電源
ＥＬＶＤＤの電圧を上昇させる。即ち、第１電源ＥＬＶＤＤは画素のホワイトが劣化と関
係なく一定に維持され得るように調節される。そうすると、有機電界発光表示装置では劣
化が補償されると共に所望の輝度を有する映像が表示され得る。
【００２８】
　図４は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【００２９】
　図４を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍと接続された複数の画素４０を含む画素部３０と、走査線Ｓ１
～Ｓｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ
駆動部２０と、走査駆動部１０及びデータ駆動部２０を制御するためのタイミング制御部
５０と、画素４０のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードの劣化が補償され得るように
外部から供給される第１データＤａｔａ１のビット値を変更して第２データＤａｔａ２を
生成し、生成された第２データＤａｔａ２をタイミング制御部５０に供給するための劣化
補償部１００と、劣化補償部１００の制御によって第１電源ＥＬＶＤＤの電圧値を変更す
るための電源部２００とを備える。
【００３０】
　画素部３０は、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けて画素４０に
供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けた画素４０のそれぞ
れは走査信号が供給される際にデータ信号の供給を受け、供給を受けたデータ信号に対応
して発光または非発光する。ここで、第１電源ＥＬＶＤＤは第２電源ＥＬＶＳＳよりも高
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い電圧値に設定される。そして、画素４０の構造は図１に示す画素の構造と同様に設定さ
れ得る。
【００３１】
　走査駆動部１０は、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給する。ここで、走査駆動部
１０は、図５のように、１フレーム１Ｆに含まれる多数のサブフレームの走査期間毎に走
査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給する。走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が順次供給され
ると、画素４０がライン毎に順次選択され、選択された画素４０はデータ線Ｄ１～Ｄｍか
らデータ信号の供給を受ける。
【００３２】
　データ駆動部２０は、サブフレームの走査期間に走査信号が供給される毎にデータ線Ｄ
１～Ｄｍにデータ信号を供給する。そうすると、走査信号によって選択された画素４０に
データ信号が供給される。一方、本発明のデータ駆動部２０はデータ信号として画素４０
が発光する第１データ信号と、画素４０が非発光する第２データ信号を供給する。そうす
ると、サブフレームに含まれる発光期間に第１データ信号の供給を受けた画素４０が所定
期間(サブフレーム期間)に発光しながら、所定輝度の映像が表示される。
【００３３】
　タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０で生成されたデー
タ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査駆
動部１０に供給される。そして、タイミング制御部５０は劣化補償部１００から供給され
る第２データＤａｔａ２を用いて各サブフィールド毎に発光及び非発光を制御するための
第３データＤａｔａ３を生成してデータ駆動部２０に供給する。
【００３４】
　劣化補償部１００は、劣化が補償され得るように外部から供給される第１データＤａｔ
ａ１のビット値を変更して第２データＤａｔａ２を生成し、生成された第２データＤａｔ
ａ２をタイミング制御部５０に供給する。
【００３５】
　このために、劣化補償部１００は第１演算部１１０、第２演算部１２０、第１メモリ１
３０、第２メモリ１４０、第３メモリ１５０及び温度センサ１６０を備える。
【００３６】
　第１演算部１１０は、フレーム単位でそれぞれの画素４０の発光時間を決定する第１デ
ータＤａｔａ１の供給を受ける。第１データＤａｔａ１の供給を受けた第１演算部１１０
は以前フレーム期間に各画素４０毎に格納された累積データと現在フレームに供給された
第１データＤａｔａ１を加算して新たな累積データを生成し、生成された累積データを第
１メモリ１３０に格納する。即ち、第１演算部１１０はフレーム期間にそれぞれの画素４
０毎に供給される第１データＤａｔａ１を加算して累積データを生成する。例えば、第７
フレーム期間に特定画素４０に対応する累積データは第１フレーム～第６フレーム期間に
特定画素４０に対応する第１データＤａｔａ１を加算した累積データと第７フレーム期間
に特定画素４０に対応する第１データＤａｔａ１を加算して生成される。
【００３７】
　一方、第１演算部１１０は温度センサ１６０から供給される駆動温度に対応して現在フ
レーム期間に供給される第１データＤａｔａ１のビット値を変更し、変更された第１デー
タＤａｔａ１と累積データを加算して新たな累積データを生成することもできる。詳細に
説明すれば、有機発光ダイオードの劣化速度は温度によって異なるように設定される。従
って、第１データＤａｔａ１が供給される時の温度を考慮して第１データＤａｔａ１のビ
ット値を変更できる。例えば、第１演算部１１０は特定の温度で「０００００００００１
」のデータを第１データＤａｔａ１に加算することができる。
【００３８】
　第１メモリ１３０は、それぞれの画素４０に対応する累積データを格納する。ここで、
それぞれの画素４０に対応する累積データを用いてそれぞれの画素４０の発光時間の合計
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を求めることができる。詳細に説明すれば、デジタル駆動では発光時間を用いて階調を実
現する。ここで、発光時間は第１データＤａｔａ１によって決定されるため、それぞれの
画素４０の累積データを用いてそれぞれが画素４０の発光時間の合計が分かる。
【００３９】
　第３メモリ１５０は、発光時間に対応する輝度特性を格納する。例えば、第３メモリ１
５０には図２のような発光時間に対応する輝度特性が格納される。従って、第１演算部１
１０は第３メモリ１５０に格納された輝度特性と第１メモリ１３０に格納された累積デー
タを用いて各画素の劣化程度を把握できる。
【００４０】
　温度センサ１６０は現在の駆動温度を測定して第１演算部１１０に提供する。
【００４１】
　第２演算部１２０は第１演算部１１０から供給される最も多く劣化した画素の輝度情報
と、各画素の最大輝度を用いて第１データＤａｔａ１のビット値を変更して第２データＤ
ａｔａ２を生成し、生成された第２データＤａｔａ２を第２メモリ１４０に格納する。
【００４２】
　詳細に説明すれば、第１演算部１１０は第１メモリ１３０に格納されている累積データ
のうち最も大きい累積データ(即ち、最も多く発光した)を抽出し、第３メモリ１５０に格
納されている輝度特性を用いて最も暗いピクセルの最大輝度を計算して第２演算部１２０
に供給する。そして、第１演算部１１０は現在入力される第１データＤａｔａ１の累積デ
ータを抽出し、抽出された累積データの最大輝度を計算して第２演算部１２０に供給する
。
【００４３】
　最も暗い画素４０の最大輝度、現在入力される第１データＤａｔａ１が供給される画素
４０の最大輝度の供給を受けた第２演算部１２０は数式１のように第１データＤａｔａ１
を変更して第２データＤａｔａ２を生成する。
【００４４】
【数１】

【００４５】
　数式１において、現在画素４０は第１データＤａｔａ１が供給される画素を意味する。
数式１で最も暗い画素４０の最大輝度が０.５であり、現在画素４０の最大輝度が１であ
る場合、第１データＤａｔａ１のビット値は１／２と低くなる。即ち、第２演算部１２０
は少なく劣化した画素４０の輝度が最も多く劣化した画素４０の最大輝度と略同一となる
ように第１データＤａｔａ１のビット値を調節して第２データＤａｔａ２を生成する。第
２演算部１２０で生成された第２データＤａｔａ２は第２メモリ１４０に格納される。即
ち、第２メモリ１４０には全ての画素４０に対応する第２データＤａｔａ２が格納される
。
【００４６】
　電源部２００は、第１演算部１１０から最も多く劣化した画素４０の輝度情報の供給を
受ける。第１演算部１１０から最も多く劣化した画素４０の輝度情報の供給を受けた電源
部２００は最も多く劣化した画素４０の輝度が初期輝度（有機発光ダイオードが劣化する
前の輝度)と同一となり得るように、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧値を調節する。その後、
電源部２００は電圧値が調節された第１電源ＥＬＶＤＤを画素４０に供給する。
【００４７】
　動作過程を順次説明すれば、まずｉ(ｉは自然数)フレーム期間に第１演算部１１０はｉ
－１フレーム期間に第１メモリ１３０に格納された累積データのうち最も多く劣化した累
積データの輝度を第２演算部１２０及び電源部２００に提供する。そして、第２演算部１
１０は現在入力される第１データＤａｔａ１に対応する累積データの輝度（ｉ－１フレー
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ム期間に格納された)を第２演算部１２０に提供する。その後、第１演算部１１０は自分
に入力される第１データＤａｔａ１を用いて第１メモリ１３０に格納された累積データを
更新する。
【００４８】
　電源部２００は、最も多く劣化した画素の輝度が初期輝度と同一となり得るように第１
電源ＥＬＶＤＤの電圧値を調節する。
【００４９】
　第２演算部１２０は数式１のように全ての画素の最大輝度が最も多く劣化した画素４０
の最大輝度と略同一となり得るように第１データＤａｔａ１のビット値を変更して第２デ
ータＤａｔａ２を生成し、生成された第２データＤａｔａ２を第２メモリ１４０に格納す
る。
【００５０】
　第２メモリ１４０に格納された第２データＤａｔａ２はタイミング制御部５０に供給さ
れる。その後、タイミング制御部５０は自分に供給された第２データＤａｔａ２を用いて
各サブフィールド毎に発光時間を計算し、サブフィールド単位で発光及び非発光に対応す
る第３データＤａｔａ３をデータ駆動部２０に供給する。
【００５１】
　そうすると、データ駆動部２０はサブフィールド単位で第１データ信号及び第２データ
信号を供給しながら、画素４０の発光及び非発光を制御する。このような本発明では画素
４０の最大輝度が最も多く劣化した画素４０の最大輝度と略同一に設定されるため、均一
な輝度の映像を表示できる。また、本発明では最も多く劣化した画素４０の輝度が初期輝
度で発光し得るように第１電源ＥＬＶＤＤを調節するため、所望の輝度の映像を表示でき
る。
【００５２】
　図６は、本発明の他の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。図６を説
明するにあたり、図４と同じ部分に対しては、同じ図面符号を付し、詳細な説明は省略す
る。
【００５３】
　図６を参照すれば、本発明の他の実施形態による有機電界発光表示装置は輝度特性測定
部３００が更に含まれる。輝度特性測定部３００は発光時間に対応する輝度特性を第１演
算部２１０に提供する。このとき、第１演算部２１０は発光時間に対応する輝度特性を第
３メモリ２２０に格納する。
【００５４】
　これを図４の有機電界発光表示装置と比較すると、図４の第３メモリ１５０には発光時
間に対応する輝度特性が予め格納される。この場合、第３メモリ１５０に格納される発光
時間に対応する輝度特性は以前に予め測定された値で決定される。しかしながら、有機発
光ダイオードの材料特性及び工程偏差によって発光時間に対応する輝度特性の正確性が低
くなる。
【００５５】
　従って、本発明の他の実施形態では輝度特性測定部３００を用いて有機発光ダイオード
の輝度特性をリアルタイムで測定する。
【００５６】
　このために、輝度特性測定部３００は図７に示すように、ダミー画素３０２、フォトセ
ンサ３０４、増幅部３０６及びアナログ－デジタルコンバータ(Ａｎａｌｏｇ－Ｄｉｇｉ
ｔａｌ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ:以下、「ＡＤＣ」という）３０８を備える。
【００５７】
　ダミー画素３０２は画素部３０以外の領域に形成される。このようなダミー画素３０２
は第１電源ＥＬＶＤＤと第２電源ＥＬＶＳＳとの間に形成される第１トランジスタＭ１’
及び有機発光ダイオードＯＬＥＤを備える。第１トランジスタＭ１’はバイアス電圧ｂｉ
ａｓの供給を受けて第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電
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流量を制御する。ここで、第１トランジスタＭ’から供給される電流は画素４０が発光す
る時に流れる電流と同一に設定される。
【００５８】
　このようなダミー画素３０２は有機電界発光表示装置に電源が供給される際に常に駆動
される。即ち、有機電界発光表示装置に電源が供給される際にバイアス電圧ｂｉａｓが供
給され、これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤは電源が供給される期間に常に光を生
成する。従って、ダミー画素３０２に含まれる有機発光ダイオードＯＬＥＤは画素部３０
に含まれる画素４０よりも速く劣化する。
【００５９】
　フォトセンサ３０４は有機発光ダイオードＯＬＥＤで生成される光の量を感知する。こ
こで、フォトセンサ３０４は光の量に対応するアナログ信号を生成する。
【００６０】
　増幅部３０６はフォトセンサ３０４から供給されるアナログ信号を増幅してＡＤＣ３０
８に供給する。ＡＤＣ３０８は、アナログ信号をデジタル信号に変換して第１演算部２１
０に供給する。そうすると、第１演算部２１０は駆動時間(電源が供給される時間)に対応
するデジタル信号を第３メモリ２２０に格納する。即ち、第３メモリ２２０には図２のよ
うに、時間に対応する輝度の情報が格納される。
【００６１】
　前述したように輝度特性測定部３００は有機発光ダイオードの劣化情報をリアルタイム
で測定して第１演算部２１０に提供する。この場合、第３メモリ２２０には有機発光ダイ
オードＯＬＥＤの工程偏差などに対応する輝度特性が正確に格納される。 
【００６２】
　以上、この発明の実施形態について具体的に説明したが、この発明は、上述の実施形態
に限定されるものではなく、この発明の技術的思想に基づく各種の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】一般の有機電界発光表示装置の画素を示す図である。
【図２】本発明の実施形態による有機発光ダイオードの駆動時間に対応する輝度特性を示
す図である。
【図３】本発明の劣化補償の原理を示す図である。
【図４】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図５】本発明の実施形態による１フレームを示す図である。
【図６】本発明の他の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図７】図６に示した輝度特性測定部を示す図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１０　走査駆動部
　２０　データ駆動部
　３０　画素部
　４０　画素
　５０　タイミング制御部
　１００　劣化補償部
　１１０　第１演算部
　１２０　第２演算部
　１３０　第１メモリ
　１４０　第２メモリ
　１５０　第３メモリ
　１６０　温度センサ
　２００　電源部
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